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１．�味の素グループのサステナビリティ
の取り組み

　まず、はじめに味の素（以下、当社）グループ

のサステナビリティの取り組みを創業の経緯から

振り返ってみたい。今から100年以上前に、東京

帝国大学の池田菊苗教授が海藻（昆布）で出汁（だ

し）をとるとうま味を感じる、そのうま味成分が

グルタミン酸ナトリウム（アミノ酸の一種）であ

ることを発見（日本の10大発明の一つ）した。

このうま味を活用して当時の日本人の栄養状態や

体格の向上を目指す、その池田教授の志に共感し

た起業家である２代鈴木三郎助が産学連携をスタ

ートさせたところから、当社のサステナビリティ

への取り組みが始まっている。このうま味成分は、

現在でも昆布や鰹節など様々な食材から出汁をと

って日常の料理に生かされている。このうま味成

分であるアミノ酸を発酵法で効率よく生産するこ

とで、食資源利用の効率性を高めサステナビリテ

ィに貢献すること、栄養状態の改善という社会課

題の解決を目指してグローバルで展開することを

通じて、経済価値を生み出すことにつなげていく

考 え 方 を、 当 社 で はASV（Ajinomoto Group 

Creating Shared Value）として受け継ぎ、持続
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　味の素グループでは、サステナビリティを企業の存在意義として位置づけるとともに、事業戦略と一体化させ
て推進していくASV経営を通じて、中長期で持続的に企業価値を創出し続けていくことを目指している。IR活動
では、ASV価値創造ポテンシャルを、無形資産の情報開示も含めて投資家の企業価値評価につながるよう取り組
みを推進している。資本市場と企業が志を同じくして、持続可能で豊かな社会を実現していくことを期待する。
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